
「
新
興
大
国
」
と
し
て
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
（
ブ
ラ
ジ

ル
、
ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
中
国
）
は
、
世
界
的
に

注
目
さ
れ
て
い
る
。
う
ち
、
ア
ジ
ア
に
位
置
し
て

い
る
中
国
と
イ
ン
ド
の
存
在
感
の
向
上
は
特
に
目

を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
米
国
の
大
手
証
券
会
社

で
あ
る
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク
ス
社
の
予
測
に

よ
る
と
、
中
国
は
二
○
三
九
年
ま
で
に
米
国
を
超

え
、
世
界
一
の
経
済
大
国
へ
、
イ
ン
ド
は
二
○
三

二
年
ま
で
に
日
本
を
抜
き
、
米
中
に
次
ぐ
世
界
三

位
の
経
済
大
国
と
な
る
。

「
龍
」
と
「
象
」
に
例
え
ら
れ
た
中
国
と
イ
ン

ド
と
の
関
係
を
競
争
関
係
と
位
置
づ
け
、
イ
ン
ド

を
中
国
に
対
抗
し
、
ま
た
は
中
国
を
牽
制
す
る
勢

力
に
す
べ
き
だ
と
い
う
論
調
は
日
本
の
マ
ス
コ
ミ

に
よ
く
登
場
し
て
い
る
が
、
現
状
で
は
む
し
ろ
貿

易
や
Ｉ
Ｔ
分
野
の
協
力
を
含
む
経
済
関
係
を
中
心

に
、
中
印
協
力
の
傾
向
は
強
ま
っ
て
い
る
。
近
年
、

中
印
Ｆ
Ｔ
Ａ
計
画
も
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
経
済
関
係
を
中
心
と
す
る
中
印
協
力

の
進
展
は
ア
ジ
ア
経
済
共
同
体
の
形
成
に
も
大
き

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

●
中
印
貿
易
の
急
拡
大

一
九
六
○
年
代
初
め
の
国
境
紛
争
な
ど
で
悪
化

し
た
中
印
関
係
は
対
立
が
続
い
て
い
た
が
、
中
国

の
改
革
開
放
政
策
の
実
施
を
契
機
に
段
階
的
に
改

善
し
て
き
た
。
他
方
、
十
数
年
間
も
中
断
し
て
い

た
中
印
貿
易
も
回
復
に
転
じ
、
一
九
九
○
年
代
に

入
っ
て
か
ら
急
速
な
拡
大
を
示
し
続
け
て
い
る
。

中
国
税
関
に
よ
る
と
、
二
○
○
五
年
の
中
印
貿
易

額
は
輸
出
入
合
計
で
一
八
七
億
ド
ル
、
う
ち
中
国

の
対
イ
ン
ド
輸
出
額
は
八
九
億
ド
ル
、
イ
ン
ド
か

ら
の
輸
入
は
九
八
億
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
。
一
九

九
○
年
と
比
べ
る
と
、
中
印
貿
易
総
額
は
約
七
二

倍
、
う
ち
中
国
の
対
イ
ン
ド
輸
出
は
約
五
四
倍
、

中
国
の
対
イ
ン
ド
輸
入
は
約
一
○
一
倍
へ
と
、
そ

れ
ぞ
れ
膨
れ
上
が
っ
た
（
表
１
参
照
）。

二
○
○
三
年
六
月
、
温
家
宝
・
中
国
首
相
は
中

国
訪
問
中
の
バ
ジ
パ
イ
・
イ
ン
ド
首
相
（
当
時
）

と
の
会
談
で
、
二
○
○
五
年
に
は
中
印
貿
易
の
規

模
（
輸
出
入
合
計
）
を
、
二
○
○
二
年
の
二
倍
に

あ
た
る
一
○
○
億
ド
ル
に
拡
大
す
る
と
の
目
標
を

打
ち
出
し
た
が
、
同
目
標
は
二
○
○
四
年
に
一
年

繰
り
上
げ
て
超
過
達
成
さ
れ
、
二
○
○
五
年
に
は

目
標
の
約
二
倍
の
数
字
を
記
録
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
九
○
年
代
以
降
に
お
け
る
中
印
貿
易
は
、

中
国
貿
易
全
体
を
遥
か
に
超
え
る
高
い
伸
び
率
を

達
成
し
た
と
こ
ろ
に
も
特
徴
が
あ
る
。
中
国
税
関

に
よ
る
と
、
一
九
九
○
〜
二
○
○
五
年
の
間
、
中

国
貿
易
総
額
の
年
平
均
伸
び
率
は
一
八
％
と
な
っ

て
い
る
の
に
対
し
て
、
対
イ
ン
ド
貿
易
総
額
は
三

二
％
の
伸
び
率
を
示
し
た
。
な
か
で
も
二
○
○
○

〜
○
五
年
に
お
け
る
中
印
貿
易
総
額
は
五
年
間
で

六
・
四
倍
と
な
り
、
年
平
均
伸
び
率
で
四
五
％
に

も
上
っ
て
い
る
（
表
２
参
照
）。

中
印
貿
易
の
伸
び
率
が
飛
び
ぬ
け
て
高
い
こ
と

を
反
映
し
て
、
中
国
貿
易
に
占
め
る
対
イ
ン
ド
貿

易
の
シ
ェ
ア
も
大
幅
に
上
昇
し
て
い
る
。
一
九
九

○
年
に
○
・
二
％
し
か
な
か
っ
た
対
イ
ン
ド
貿
易

総
額
の
シ
ェ
ア
は
、
二
○
○
五
年
に
は
前
者
の
六

倍
強
に
あ
た
る
一
・
三
％
へ
と
上
昇
し
た
（
表
１

参
照
）。
一
九
九
○
年
時
点
で
、
イ
ン
ド
は
中
国

の
貿
易
相
手
と
し
て
、
パ
キ
ス
タ
ン
や
北
朝
鮮
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
キ
ュ
ー
バ
な
ど
を
下
回
っ
た
第
三

三
位
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
二
○
○
五
年
に
は
第
一

一
位
へ
と
上
昇
し
た
。
二
○
○
五
年
現
在
、
中
国

に
と
っ
て
、
イ
ン
ド
は
ア
ジ
ア
地
域
で
第
六
位

（
一
九
九
○
年
は
第
一
七
位
）、
南
ア
ジ
ア
地
域

で
最
大
の
貿
易
相
手
と
な
っ
て
い
る
。

他
方
、
イ
ン
ド
の
貿
易
相
手
と
し
て
、
中
国
は

早
く
も
日
本
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
を
抜
き
、
米
国

に
次
ぐ
第
二
位
に
浮
上
し
た
。
イ
ン
ド
商
工
省
に

中
印
貿
易
の
急
拡
大
と
中
印
Ｆ
Ｔ
Ａ
計
画
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よ
る
と
、
二
○
○
五
年

（
一
〜
九
月
）、
イ
ン
ド

の
輸
出
入
総
額
に
占
め
る

中
国
（
香
港
を
含
む
）
の

シ
ェ
ア
は
九
・
四
％
（
中

国
大
陸
だ
け
で
六
・
四

％
）、
第
一
○
位
の
日
本

の
そ
れ
（
二
・
四
％
）
の

約
四
倍
に
あ
た
る
数
字
を

示
し
、
対
米
貿
易
（
九
・

七
％
）
に
接
近
し
て
い
る
。

イ
ン
ド
商
工
省
の
予
測
で

は
、
二
○
○
八
年
に
も
中

国
は
米
国
を
抜
き
、
イ
ン

ド
の
最
大
の
貿
易
パ
ー
ト

ナ
ー
に
な
る
見
込
み
で
あ

る
。一

九
九
○
年
代
以
降
の

中
印
貿
易
を
、
中
国
側
の

輸
出
と
輸
入
に
わ
け
て
み

る
と
、
中
国
側
の
輸
入
は

同
輸
出
よ
り
高
い
伸
び
を

示
し
た
の
が
注
目
さ
れ
る
。

一
九
八
○
年
代
半
ば
以
来
、

中
印
貿
易
に
お
い
て
中
国

側
は
出
超
を
続
け
て
い
た

が
、
対
イ
ン
ド
輸
入
の
急

増
を
受
け
て
、
二
○
○
三

年
に
中
国
側
は
九
億
ド
ル

の
入
超
に
転
じ
、
二
○
○

四
年
の
入
超
幅
は
約
一
八

億
ド
ル
に
拡
大
し
た
（
二
○
○
五
年
は
八
・
三
億

ド
ル
）。

中
印
貿
易
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
中
印
双
方

と
も
楽
観
的
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。
二
○
○
五

年
四
月
、
温
家
宝
・
中
国
首
相
が
イ
ン
ド
訪
問
中

に
二
○
○
八
年
に
中
印
貿
易
総
額
を
二
○
○
億
ド

ル
、
二
○
一
○
年
に
三
○
○
億
ド
ル
に
拡
大
す
る

と
の
目
標
を
打
ち
出
し
た
が
、
今
年
三
月
イ
ン
ド

を
訪
問
し
た
薄
熙
来
・
中
国
商
務
部
長
（
部
は
省

に
相
当
）
は
、
二
○
一
○
年
に
中
印
貿
易
総
額
を

五
○
○
億
ド
ル
に
拡
大
す
る
と
、
上
方
修
正
し
た
。

今
年
五
月
、
中
国
国
際
貿
易
促
進
委
員
会
の
副

会
長
は
イ
ン
ド
産
業
連
盟
と
の
共
同
会
合
で
二
○

一
五
年
度
ま
で
に
二
国
間
の
年
間
貿
易
額
を
一
○

○
○
億
ド
ル
に
拡
大
す
る
と
の
目
標
を
打
ち
出
し

た
。
二
○
○
○
〜
○
五
年
の
五
年
間
で
中
印
貿
易

総
額
は
六
・
四
倍
に
拡
大
し
た
と
い
う
実
績
か
ら

み
れ
ば
、
二
○
一
五
年
ま
で
の
一
○
年
間
で
中
印

貿
易
総
額
を
二
○
○
五
年
の
五
・
三
倍
強
に
あ
た

る
一
○
○
○
億
ド
ル
に
拡
大
す
る
と
い
う
目
標
は

達
成
不
可
能
な
も
の
で
は
な
い
と
み
ら
れ
る
。

●
中
印
貿
易
の
拡
大
を
も
た
ら
し
た
諸

要
因

一
九
九
○
年
代
以
降
、
特
に
二
一
世
紀
に
入
っ

て
か
ら
、
中
印
貿
易
が
急
発
展
を
遂
げ
た
背
景
と

し
て
、
中
印
貿
易
の
ベ
ー
ス
が
ま
だ
小
さ
か
っ
た

と
い
っ
た
特
殊
な
要
因
の
ほ
か
、
中
印
両
国
の
政

策
調
整
と
そ
れ
に
伴
う
経
済
成
長
の
加
速
化
、
外

交
関
係
の
改
善
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
九
七
○
年
代
末
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
中
国
の

改
革
開
放
は
、
一
九
九
○
年
代
に
は
計
画
経
済
の

放
棄
と
市
場
経
済
導
入
の
明
確
化
で
新
し
い
段
階

に
入
っ
た
。
改
革
開
放
の
拡
大
・
深
化
は
中
国
経

済
に
新
た
な
活
力
を
も
た
ら
し
、
経
済
成
長
率
を

一
層
高
め
た
。
中
国
国
家
統
計
局
に
よ
る
と
、
一

九
九
○
年
代
に
お
け
る
中
国
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
前

年
比
伸
び
率
は
一
○
％
に
達
し
、
う
ち
第
八
次
五

カ
年
計
画
期
（
一
九
九
一
〜
九
五
年
）
の
そ
れ
は

一
二
％
を
記
録
し
た
。

経
済
の
高
成
長
は
中
国
の
生
産
能
力
と
産
業
競

争
力
の
増
強
を
通
じ
て
、
対
イ
ン
ド
輸
出
を
含
む

輸
出
の
拡
大
を
も
た
ら
し
た
と
同
時
に
、
国
内
の

投
資
・
消
費
の
需
要
増
大
を
通
じ
て
、
対
イ
ン
ド

輸
入
を
含
む
輸
入
を
拡
大
さ
せ
る
要
因
と
も
な
っ

た
。
近
年
の
中
国
の
対
イ
ン
ド
輸
入
の
急
増
は
、

中
国
経
済
の
高
成
長
と
「
世
界
の
工
場
」
化
に
伴

う
、
鉄
鉱
石
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
建
築
材
料
な
ど

へ
の
需
要
増
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
み
ら
れ

る
。他

方
、
イ
ン
ド
は
一
九
九
○
年
代
初
め
か
ら
経

済
改
革
へ
の
取
り
組
み
を
本
格
化
さ
せ
、
一
九
九

○
年
代
以
降
実
質
で
年
平
均
六
％
前
後
（
同
半
ば

以
降
は
七
％
以
上
）
の
経
済
成
長
率
を
達
成
し
た
。

二
一
世
紀
の
「
経
済
大
国
」
を
目
指
す
イ
ン
ド
政

府
は
、「
ル
ッ
ク
・
イ
ー
ス
ト
政
策
」
を
掲
げ
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
成
長
を
続
け
て
い
る
東
ア
ジ
ア

諸
国
と
の
関
係
を
重
視
す
る
姿
勢
を
鮮
明
に
し
た

が
、
な
か
で
も
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
や
中
国
と
の
関

係
強
化
が
必
要
不
可
欠
と
さ
れ
て
い
る
。

中
印
貿
易
の
急
発
展
は
中
印
の
政
治
関
係
の
改

善
と
も
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
。
中
国
は
改

合計 中国輸出 中国輸入 バランス

1990 年 2.64（0.2） 1.67（0.3） 0.97（0.2） 0.70

1995 年 11.63（0.4） 7.65（0.5） 3.98（0.3） 3.67

2000 年 29.14（0.6） 15.61（0.6） 13.53（0.6） 2.08

2001 年 35.96（0.8） 18.96（0.7） 17.00（0.7） 1.96

2002 年 49.46（0.8） 26.72（0.8） 22.74（0.8） 3.98

2003 年 75.95（0.9） 33.44（0.8） 42.52（1.0） -9.08

2004 年 136.04（1.2） 59.27（1.0） 76.77（1.4） -17.50

2005 年 187.03（1.3） 89.35（1.2） 97.68（1.5） -8.33

表１　中印貿易額の推移 （単位：億米ドル）

（出所）中国税関統計。
（注）かっこ内は中国貿易全体に占めるシェア（％）。

合計 中国輸出 中国輸入

1990 年 78.4（3.4） 50.5（18.2） 162.2（-9.8）

1995 年 29.9（18.6） 33.5（22.9） 23.6（14.2）

2000 年 46.6（31.5） 34.3（27.8） 63.8（35.8）

2001 年 23.4（7.5） 21.5（6.8） 25.6（8.2）

2002 年 37.6（21.8） 40.9（22.3） 33.8（21.2）

2003 年 53.6（37.1） 25.1（34.6） 87.0（39.9）

2004 年 79.1（35.7） 77.2（35.4） 80.6（36.0）

2005 年 37.5（23.2） 50.8（28.4） 27.2（17.6）

表２　中印貿易額の前年比伸び率 （単位：％）

（出所）中国税関統計。
（注）かっこ内は中国貿易全体の前年比伸び率（％）。
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革
開
放
政
策
を
実
施
し
て
か
ら
、
対
イ
ン
ド
関
係

を
含
む
近
隣
諸
国
や
大
国
と
の
外
交
関
係
の
調
整

に
も
乗
り
出
し
た
。
一
九
九
○
年
代
以
降
、
中
印

関
係
は
さ
ら
な
る
改
善
を
見
せ
、
首
相
、
全
人
代

委
員
長
（
衆
議
院
議
長
に
あ
た
る
）
や
国
家
主
席

な
ど
中
国
の
要
人
が
相
次
い
で
イ
ン
ド
を
訪
問
し

た
。二

一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
中
印
関
係
は
要
人
の

相
互
訪
問
を
含
め
一
層
緊
密
化
し
た
。
中
国
か
ら

は
二
○
○
一
年
の
李
鵬
・
全
人
代
委
員
長
と
二
○

○
二
年
の
朱
鎔
基
首
相
の
イ
ン
ド
訪
問
が
あ
り
、

二
○
○
三
年
四
月
と
六
月
に
は
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ

ス
・
イ
ン
ド
国
防
相
と
バ
ジ
パ
イ
・
イ
ン
ド
首
相

（
い
ず
れ
も
当
時
）
が
相
次
い
で
中
国
を
訪
問
し

た
。
な
か
で
も
バ
ジ
パ
イ
首
相
の
中
国
訪
問
は
、

イ
ン
ド
首
相
と
し
て
一
○
年
ぶ
り
の
こ
と
で
、
中

印
関
係
の
改
善
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
、
重
要

な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。

バ
ジ
パ
イ
首
相
は
中
国
訪
問
中
、
中
国
側
の
要

人
と
広
範
な
問
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、

両
国
の
経
済
交
流
の
拡
大
を
重
点
的
に
取
り
上
げ
、

経
済
・
技
術
交
流
拡
大
に
向
け
た
九
つ
の
合
意
文

書
に
調
印
し
た
。
中
国
商
務
部
長
は
イ
ン
ド
商
工

相
と
の
会
談
で
、
両
国
の
財
界
と
研
究
者
か
ら
構

成
さ
れ
る
特
別
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
両
国
の
経
済

貿
易
協
力
に
関
す
る
長
期
展
望
及
び
促
進
策
を
制

定
す
る
こ
と
と
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
新
ラ
ウ
ン
ド
の
交
渉

で
両
国
が
連
携
を
強
め
、
途
上
国
の
利
益
を
共
同

で
守
る
こ
と
を
提
案
し
、
イ
ン
ド
側
か
ら
積
極
的

反
応
を
得
た
。

二
○
○
二
年
一
一
月
に
開
催
さ
れ
た
中
国
共
産

党
第
一
六
期
全
国
代
表
大
会
（
第
一
六
回
党
大

会
）
で
、
江
沢
民
を
中
心
と
す
る
「
第
三
世
代
」

指
導
部
か
ら
、
胡
錦
濤
を
総
書
記
と
す
る
「
第
四

世
代
」
へ
と
指
導
部
の
交
代
が
行
わ
れ
た
。
新
指

導
部
は
幾
つ
か
の
新
政
策
を
打
ち
出
し
た
が
、
外

交
に
関
し
て
は
「
与
隣
為
善
」、「
与
隣
為
伴
」（
隣

国
と
仲
良
く
、
友
達
と
な
る
）
と
い
う
方
針
の
提

出
が
最
も
注
目
さ
れ
る
。

周
辺
国
（
隣
国
）
と
の
関
係
の
改
善
・
強
化
、

大
国
と
の
関
係
の
安
定
・
発
展
、
途
上
国
と
の
関

係
の
強
化
と
い
う
三
つ
は
、
中
国
外
交
の
柱
と
さ

れ
て
い
る
が
、
中
国
に
と
っ
て
、
対
イ
ン
ド
関
係

の
改
善
は
、
隣
国
と
の
関
係
の
改
善
・
強
化
の
一

環
で
あ
る
と
同
時
に
、
途
上
国
と
の
関
係
の
強
化

の
一
部
で
も
あ
る
。

実
際
、
中
国
は
外
交
上
、
イ
ン
ド
を
重
視
す
る

姿
勢
を
ま
す
ま
す
鮮
明
に
し
て
い
る
。
二
○
○
四

年
一
○
月
、
唐
家

・
国
務
委
員
（
前
外
相
）
は

イ
ン
ド
訪
問
中
、
イ
ン
ド
の
国
際
的
地
位
の
向
上

を
歓
迎
し
、
イ
ン
ド
の
国
連
の
常
任
理
事
国
入
り

を
支
持
す
る
こ
と
を
表
明
し
、
イ
ン
ド
と
の
関
係

の
緊
密
化
に
強
い
意
欲
を
み
せ
て
い
る
。

二
○
○
五
年
に
入
っ
て
か
ら
、
中
印
両
国
は
長

期
的
視
点
か
ら
両
国
の
関
係
を
全
面
的
に
検
討
す

る
「
戦
略
的
対
話
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
四
月
に

温
家
宝
・
中
国
首
相
が
イ
ン
ド
を
訪
問
し
た
際
、

国
境
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
政
治
指
導
原
則
に

署
名
し
、
貿
易
経
済
関
係
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の

五
カ
年
計
画
を
ま
と
め
た
。

両
国
政
府
の
合
意
に
よ
り
、
二
○
○
六
年
は

「
中
印
友
好
年
」
と
さ
れ
、
元
日
に
胡
錦
濤
・
中

国
国
家
主
席
と
カ
ラ
ム
・
イ
ン
ド
大
統
領
は
そ
れ

ぞ
れ
相
手
国
に
祝
電
を
送
り
、
多
く
の
記
念
行
事

を
実
施
し
て
い
る
。
な
か
に
は
『
中
印
両
国
関
係

重
要
文
献
集
』
の
出
版
の
ほ
か
、
中
国
中
央
テ
レ

ビ
局
が
唐
の
三
蔵
法
師
の
「
西
天
取
経
」（
仏
教

の
経
典
を
求
め
て
西
天
＝
古
代
イ
ン
ド
の
名
称
・

天
竺
へ
旅
す
る
）
を
テ
ー
マ
に
し
、
イ
ン
ド
の
歴

史
・
文
化
な
ど
を
紹
介
す
る
番
組
の
制
作
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。

中
国
と
イ
ン
ド
は
二
○
○
三
年
に
四
○
年
間
も

中
断
し
た
国
境
貿
易
を
回
復
し
、
中
印
国
境
地
帯

に
国
境
貿
易
セ
ン
タ
ー
を
設
け
る
こ
と
で
合
意
し

た
。
国
境
貿
易
セ
ン
タ
ー
の
所
在
地
は
古
代
の
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
に
位
置
し
、
中
国
と
イ
ン
ド
が
数
百

年
間
国
境
貿
易
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
と
な
っ
て

い
る
。
イ
ン
ド
政
府
は
今
年
七
月
か
ら
一
四
の
国

境
貿
易
拠
点
を
開
放
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
が
、

な
か
に
は
中
国
と
の
国
境
貿
易
拠
点
が
含
ま
れ
て

い
る
。

今
年
三
月
、
温
家
宝
・
中
国
首
相
が
記
者
会
見

で
「
中
印
両
国
が
強
大
に
な
れ
ば
、
ア
ジ
ア
の
世

紀
は
到
来
す
る
」
と
述
べ
た
の
に
対
し
て
、
そ
の

一
週
間
後
、
シ
ン
・
イ
ン
ド
首
相
は
薄
熙
来
・
中

国
商
務
部
長
と
の
会
見
で
「
印
中
両
国
の
協
力
は

歴
史
を
変
え
、
わ
れ
わ
れ
の
地
球
の
未
来
を
変
え

る
」
と
の
見
解
を
示
し
た
。

●
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
中
印
Ｆ
Ｔ

Ａ
計
画

一
九
九
○
年
代
以
降
、
中
印
経
済
関
係
は
貿
易

を
中
心
に
目
覚
し
い
発
展
を
見
せ
て
い
る
も
の
の
、
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幾
つ
か
の
阻
害
要
因
の
存
在
も
否
め
な
い
。
相
互

理
解
・
相
互
信
頼
の
不
足
や
イ
ン
ド
側
の
貿
易
保

護
主
義
傾
向
、
な
か
で
も
中
国
製
品
を
対
象
と
す

る
Ａ
Ｄ
（
ア
ン
チ
ダ
ン
ピ
ン
グ
）
の
多
発
と
、
高

関
税
及
び
非
関
税
障
壁
の
存
在
な
ど
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

中
国
商
務
部
の
調
査
に
よ
る
と
、
一
九
九
四
年

か
ら
二
○
○
四
年
末
に
か
け
て
、
イ
ン
ド
が
中
国

商
品
を
対
象
に
行
っ
た
Ａ
Ｄ
調
査
は
七
八
件
、
セ

ー
フ
ガ
ー
ド
措
置
は
二
件
と
、
途
上
国
の
中
で
最

も
多
い
数
字
を
示
し
て
い
る
。
二
○
○
二
年
を
ピ

ー
ク
に
、
イ
ン
ド
が
中
国
商
品
を
対
象
に
実
施
し

た
Ａ
Ｄ
調
査
と
、
影
響
を
受
け
た
輸
出
金
額
は
減

少
し
た
も
の
の
、
中
国
の
対
イ
ン
ド
輸
出
規
模
か

ら
み
れ
ば
、
依
然
と
し
て
高
い
水
準
に
あ
る
と
言

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

中
国
の
対
イ
ン
ド
輸
出
を
阻
害
す
る
要
因
の
一

つ
に
、
イ
ン
ド
の
高
関
税
も
あ
る
。
二
○
○
三
年

時
点
で
イ
ン
ド
の
平
均
関
税
率
は
二
九
％
、
一
部

の
商
品
を
対
象
に
四
○
〜
一
六
六
％
の
高
税
率
を

適
用
し
て
い
る
。
近
年
イ
ン
ド
の
関
税
率
は
段
階

的
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
も
の
の
、
中
国
の
主
要
貿

易
相
手
及
び
中
国
自
身
の
関
税
率
と
比
べ
て
依
然

と
し
て
高
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
問
題
に
対
し
、
中
印
両
国
が
調
印
し

た
「
中
印
関
係
の
原
則
と
全
面
的
協
力
に
関
す
る

宣
言
」（
二
○
○
三
年
六
月
）
は
、「
経
済
貿
易
の

協
力
を
促
進
す
る
た
め
、
自
国
の
法
律
と
国
際
義

務
に
基
づ
き
、
必
要
な
措
置
を
採
っ
て
、
貿
易
と

投
資
に
お
け
る
障
碍
を
除
去
す
る
」
こ
と
を
明
記

し
て
い
る
。

上
記
の
諸
障
害
を
克
服
し
、
中
印
貿
易
と
他
の

経
済
関
係
を
増
進
す
る
た
め
、
中
印
二
国
間
の
Ｆ

Ｔ
Ａ
（
自
由
貿
易
協
定
）
の
締
結
ま
た
は
中
印
両

国
が
参
加
す
る
地
域
経
済
協
力
の
推
進
が
有
効
的

と
み
ら
れ
て
い
る
が
、
近
年
、
こ
れ
に
関
す
る
動

き
は
活
発
化
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
二

○
○
三
年
に
イ
ン
ド
商
工
相
は
「
両
国
が
自
由
貿

易
の
実
施
と
直
接
通
航
を
予
定
し
て
い
る
」
と
発

言
し
、
中
国
政
府
へ
の
打
診
も
行
っ
た
。

中
国
政
府
は
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
関
係
を
考
慮
し

て
、
最
初
慎
重
な
態
度
を
と
っ
た
が
、
イ
ン
ド
・

パ
キ
ス
タ
ン
の
関
係
改
善
も
あ
っ
て
、
二
○
○
五

年
よ
り
両
国
と
の
合
意
で
Ｆ
Ｔ
Ａ
締
結
に
関
す
る

研
究
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
そ
れ
に
先
立
ち
、
中

国
商
務
部
に
所
属
す
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
国
際
貿

易
経
済
協
力
研
究
院
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
「
中
印

自
由
貿
易
区
構
築
の
可
能
性
と
政
策
提
言
」（
二

○
○
四
年
）
と
い
う
リ
ポ
ー
ト
で
中
印
Ｆ
Ｔ
Ａ
構

想
を
詳
細
に
打
ち
出
し
て
い
る
。

同
リ
ポ
ー
ト
は
、
中
印
の
政
治
関
係
の
改
善
を

契
機
に
経
済
貿
易
関
係
の
さ
ら
な
る
発
展
を
図
る

た
め
、
二
国
間
の
自
由
貿
易
区
の
構
築
を
ス
タ
ー

ト
す
べ
き
だ
と
主
張
し
、
①
二
○
一
五
年
以
前
に

自
由
貿
易
区
を
設
立
す
る
こ
と
、
②
関
税
軽
減
の

面
で
の
交
渉
が
難
航
す
る
場
合
、
ま
ず
合
意
可
能

な
点
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
、
③
Ｉ
Ｔ
産
業
、

農
業
、
観
光
業
、
人
力
資
源
開
発
、
技
術
移
転
・

技
術
協
力
、
中
小
企
業
の
協
力
な
ど
を
重
点
協
力

分
野
に
す
る
こ
と
、
④
未
来
の
南
ア
ジ
ア
全
体
と

の
経
済
協
力
強
化
へ
の
可
能
性
を
残
す
こ
と
、
⑤

パ
キ
ス
タ
ン
と
の
友
好
関
係
に
配
慮
す
べ
き
で
あ

る
こ
と
な
ど
の
具
体
的
提
言
を
し
た
。

中
印
自
由
貿
易
区
の
構
築
が
中
印
双
方
に
も
た

ら
す
で
あ
ろ
う
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
①
膨
大
な
人

口
と
国
土
を
有
す
る
地
域
協
力
区
が
誕
生
す
る
こ

と
で
、
中
印
双
方
が
経
済
成
長
の
チ
ャ
ン
ス
を
得

ら
れ
る
こ
と
、
②
相
互
投
資
を
促
進
し
、
双
方
の

経
済
構
造
調
整
に
利
す
る
こ
と
、
③
経
済
関
係
の

緊
密
化
を
通
じ
て
政
治
関
係
の
安
定
が
図
ら
れ
る

こ
と
、
④
中
国
と
南
ア
ジ
ア
地
域
と
の
経
済
交
流

を
促
進
し
、
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
中
国
の
プ
レ
ゼ

ン
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。

中
印
両
国
は
二
カ
国
間
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
締
結
に
と
ど

ま
ら
ず
、
ア
ジ
ア
経
済
共
同
体
の
構
築
に
も
強
い

意
欲
を
見
せ
て
い
る
。
二
○
○
三
年
一
○
月
の
日

中
韓
三
カ
国
首
脳
会
談
で
、
温
家
宝
首
相
は
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
一
○
カ
国
＋
日
中
韓
を
合
わ
せ
た
「
東
ア

ジ
ア
自
由
貿
易
圏
」
創
設
へ
の
事
前
調
査
を
提
言

し
、
今
年
五
月
に
イ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア

開
発
銀
行
の
年
次
総
会
に
お
い
て
、
シ
ン
・
イ
ン

ド
首
相
は
貿
易
と
投
資
の
完
全
自
由
化
を
目
指
す

ア
ジ
ア
経
済
共
同
体
の
創
設
の
必
要
性
を
強
調
し

た
の
が
そ
の
表
わ
れ
で
あ
る
。
実
際
、
中
印
両
国

と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
計
画
は
い
ず
れ
も
大

き
な
進
展
を
み
せ
、
イ
ン
ド
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

で
イ
ン
ド
と
パ
キ
ス
タ
ン
を
含
む
南
ア
ジ
ア
自
由

貿
易
計
画
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
動
き

か
ら
み
れ
ば
、
中
印
協
力
の
強
化
は
ア
ジ
ア
の
経

済
統
合
に
も
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
も
の

と
予
想
さ
れ
る
。

（
ま　

せ
い
さ
ん
／
静
岡
文
化
芸
術
大
学
教
授
）
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